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本号は、J1.H.可 yryeBcKH必. KHTa~右 CKHe )loKYMeHThI H3  
瓦Y H b X Y a H a. M 0 C K B a .1983に付載されている、ソ連邦(現、ロシア)科学
アカデミー東洋学研究所所蔵の敦燈文書に見える、官印と寺印に関する論稿の訳註を掲載
するものである。原題は、 0φ H:QHaJIbHhle H MOHacThlPcKHe  











( 1 ) 例えば、土肥義和「敦鍾発見唐・回鵠間交易関係漢文文書断簡考J r中国古代の
法と社会 栗原益男先生古稀記念論集.D (滋古書院、 1988年)pp.399-436.や森安孝
夫「敦鐘と西ウイグル王国J (r東方学.D74、1987年)pp.58-74.は、 S.8444の『内
文思j使之印J (5.7x5.7個.5.8X5.75個)や P.3672bisの「思賜j都統J (4.5 x 
4.3個)の印銘の解読とその捺印の意味を明確にすることによって、それぞれの文書
の分析を深化させている。



















































P.2822・.. . . . .713年(9 )。
P.5591・.. . . . .726年(1 0) 0 
P.2592・・・・・・・747年(1 1)。
P.3354・・・・・・・747年。




φ.366・・・・・・・752-762年(1 3) 0 
S.2703・・・・・・ .758年(1 4 )。
月X.1282+瓦x.3127・ ? -759年 【OKP且
l.pp.681-682.] (15)。
大谷 2834・・・・・ ? (16) 
大谷 2835B'• . .750年ごろ(17)。










自らに「金山白衣王Jまたは f金山白衣天子j と命名した (23)。彼は、乾化年間 (911-91
5) まで、つまり敦燈豪族曹氏の権力が到来するまで、その位に留まった。この頃(おそら
くは920年の後まもなくの頃)、教煙地方の支配者として曹議金が立てられている(藤枝晃
「沙州帰義軍節度使始末(三) J Ii'東方学報』京都 13-1、1942年、 pp.64-65. <同「沙州











P.3556・・・・・・・936年 (26l 0 
P.3347・・・・・・・937年 (26l 0 
P.3903・・・・・・・ 1 (27) 





瓦x.2165・・・・・・・・・894-897年。 OKPJl.恥2844参照。 【OKP瓦2.p.488.] (28l 
耳x.1435・・・・・・・・・895年。 OKP瓦.No.1649 参照。 【OKP且l.p.669.】 【29l
S.1604・.. • . . . . . . . . 902年【30l。
P.2704・.. •. . . . . . . .934年同 II。
P.4638・.. . . . . . . . . .937年 (32lo




















Cb/u 7525・・・・・・・・・・ 1 -891年。
Ch/u 7527・・・・・・・・・・ 1 -891年。
5. r尚書戸j部之印j 【5.3X 5個】何日
尚書省、戸部の印。さし当たり、ただ二つの年代未詳の文書が知られている。
-4 (564)ー





φ.125・・・・・・・・・ 7-10世紀。 oK P LI• No.584参照。 【OKP且l，p.227.】 (46】
耳x.212・・・・・・・ 8-9世紀。 OKP耳.No.184参照。 【OKP瓦1，p. 83.】
且x.2027・・・・・・10-11世紀。 OKP江.恥1835参照。 【OKP且2.pp. 60-61.】 【41】
耳x.214a・・・・・・11世紀。 OKP耳，恥937参照。 【OKP耳1，pp. 368-369.】 (48) 
江x.10265・・・・・・・ ? 
耳 x.4239・・・・・・・・ ? 
P.2177・・・・・・・・・・・ ? 


















耳x.1111+且x.1113・・・・・・・ 8-10世紀。 OKP且.恥1425参照。 【OKP且l，p.557.】
8. r沙州観j察慮置J使之印J 【4.9x 5個】
私が958-972年と日付を決めた瓦 x.1405文書【 OKP江1，p. 640.】のうち、 C T K.1に










P.3516・・・・・・・・・・989年 (5a) 0 
P.2968・・・・・・・・・・ ? (69) 
9. r報恩寺j識経印j 【5X 3.9咽】 (60)
報恩寺の仏教文献の保管所である経蔵の印。レニングラード・コレクションには、次の
写本に捺されている。
φ.159・・・・・・・・・ 1-10世紀。 OKP耳，No.84参照。 【OKP且1.p. 50.には 「龍恩
寺蔵経印j とある。】 (61 ) 
φ. 9・・・・・・・・・ 8-9世紀。 OKP瓦.恥.115参照。 【oK P l1.p.61.には 「龍恩
寺蔵鰹印Jとある。】 (62)
φ. 23・・・・・・・・・ ト 10世紀。 OKP江.No.122参照。 【OKP瓦l.p.64.には 「龍恩
寺蔵経印Jとある。】 (63)
耳x.1111・・・・・・ 9-11世紀。 OKP江，No.1834参照。 【OKP江2，p.60.】











1 1. r三界寺識経J 【7.8x2.3個】
三界寺の仏教文献に捺された印で、次の写本に認められる (66)。
φ.159・・・・・・・・・ ト10世紀。 OKP江.No.84参照。 【OKP瓦l.p.50.] (61) 
φ. 23・・・・・・・・・ 8-10世紀。 oK P ll.蜘.122参照。 【OKP瓦l.p.64.】(63) 
φ. 24・・・・・・・・・ 8-10世紀。 OKPll.No.151参照。 【OKP瓦l.p.75.] (67) 
江x.1711・・・・・・ 9-11世紀。 OKP江，恥d834参照。 【OKP耳2.p.60.】
同じ印が捺されている、他の敦煙コレクションの写本番号は、陳詐龍氏の論稿を参照の
こと。
1 2. r蓮識経j 【6.5X ?個】
蓮台寺の仏教文献に捺された印。レニングラード・コレクションでは、次の写本に捺さ
れている。
瓦x.1018・・・・・・ 8-9世紀。 OKP江，恥114参照。 【oK P l1.p.80.】





1 3. 個人の認印【直径1.2咽ほどの円形状】。己卯の年 (859.919.919年 ?)の日付を有









出土漢文文献分類目録初稿[非仏教文献之部 古文書類] I.!I (東洋文庫敦健文献研究委
員会、 1961年)p.112.に模写されている。




1 5. r浄土寺識経J 【6.4X1.8佃】
浄土寺の仏教文献の保管所である経蔵の印。レニングラード・コレクションには、ただ
二つの写本にのみ保存されている。
φ.112・・・・・・・・・ 8-10世紀。 oI .蜘.124参照。 【φ.112a.0 K P且1.p. 280.】 (66) 
φ.161・・・・・・・・・ 9-11世紀。 oI .No.1280 参照。 【OKP瓦1.p.489.】 (69) 
これと同じ印をもっ、他の敦健コレクションの写本番号は、陳酔龍の論稿を参照のごと。
【略号】
OKP瓦.....JI.H.MeHb凹 HKOB. l-:I.C.rypeBHlI. B.C.CIIHPHH. 
【原註】
M.I1.Bopo6beBa-瓦 ec匁 TOBCKa兄. C. A.凹 KOJI匁 P.
I1.T.3orpaφ. A.C.MapTbIHOB. E.JI.CMHPHOB. 
OnJfCaHJf e KJf ra!icKJf X PYKOnJf Cejj llYHb-
xyaHcKoro φoHsa  HHCrJf ryra  HapOs O B  
A 3 Jf Jf ，B bI I y C K 1. 2. M 0 C K B a .1963.1961. 
※(  1) Chen Tsu-lung陳詐龍. Liste alphabetique des impressions de sceaux sur 
certains manuscrits retrouves a Touenahouang et dans 1es regions avoisinantes. 
!1elanges j)ublies par I'institut des hautes etlldes Chinoises，tome second.Paris. 
1960.pp.5-14.; Liste supplementaire des impressions de sceaux officiels sous 



















( 1 ) 歴代の沙州帰義軍節度使が帯びた称号については、栄新江「沙州帰義軍歴任節度
使称号研究J r敦題学J19、1992年、 pp.15-67参照。
( 2 ) 三界寺は、 834年以前の吐蕃占領時代にはその名は確認できず、浄土寺とともに、
永康寺・永寿寺に代わって、帰義軍期には仏教教団十六大寺(後、十八大寺)中の
寺として数えられていた。土肥義和「菓高窟千仏洞と大寺と蘭若と J r講座敦煙 3
敦題の社会J (大東出版社、 1980年)pp.356-357。





( 4 ) 【】内に記した印の大きさは、本論文の後ろに付載されている、印の実物大のス
ケッチを計測したものである。以下、同様。
(5) S.6343は、 『籍帳J (p.166.)および『釈録J1 (pp.128-129.)では、 「唐[七
世紀後期}沙州敦燈県龍勅郷籍Jとして掲載されている。現在、本文書は三断片が
接合されており、その戸籍記載面に「撒纏j勝之印j が捺されている。




( 7 ) 大谷2835について、 『籍帳J (pp.342-343.p.337.)は、大谷2835として「周長安
三年(703)三月括逃使牒井敦煙県牒」を、また大谷2835背として「周聖暦二年前後
(c.699)敦漣県勲蔭田簿Jを載せている。いずれにも、 『嫌煙j勝之印j が捺され
ている。また『釈録J2 (p.322.pp.326-327.) も、 『籍帳』の見解を踏襲する。
-8(568)ー
( 8 ) Ii'籍帳J (pp.343-344.)および『釈録J2 (pp.328-330.)の「周長安三年 (703)
三月敦煙県録事董文徹牒j。
( 9 ) Ii'籍帳J (pp.170-172.)では、 P.2822は、羅振玉!日蔵の文書と接合されており、
「唐先天二年 (713)沙州敦耀県平康郷籍」と題する。捺印個所は、 「沙州J之印J
とともに謎背注記部分。Ii'釈録J1 (pp.135-137.) も同様。
(10) 黄永武主編『敦煙遺書最新目録』新文豊出版公司、 1986年 (p.784.) には、 P.55
91は、欠号とされている。




て載せている。なお、 Bibliotl】何回 Nationale(ed.). Catalogue des Nanuscrits 
chinois de Touen-houang(Fonds Pelliot chinois).vol.3.Paris.1983.p.290.に載
せる P.3354Rの解説では、 f撤煙j勝之印」ではなく「嫌煙j勝印J (5.3X 5.3咽)
とする。
(12) P.3018.P.3559.P.2657は、 『籍帳J (pp.263-281.)の「唐天宝年代 (c.750)敦
燈郡敦嬉県差科簿J。この年代については、 『釈録J1 (PP. 208-262. )も採用して
いる。
( 13) Ii'釈録J2 (pp.334-368.) には、「唐天宝十載 (751)前後沙州敦健県退団簿Jと
して載せている。
( 14) r激嬉j勝之印Jが捺された文書は、 『籍帳J (pp.485-486.)の「唐[天宝時代
(c.750) ?]敦煙県名簿J (S.2703-7・8)である。Ii'釈録J4 (pp.470-471.)。
(15) Ii'釈録J2 (p.447.) には、 「敦建県従化郷等納草人名目 Jとして載せる。




(18) r唐大暦四年 (769)沙州敦煙県懸泉郷宜禾里手実J (Ii'籍帳Jpp.215-233.)。
縫背注記部分に、 「燭煙』麟之印Jが「沙州都j督府印j とともに捺される。Ii'釈録』
1 (pp.189-207.)。
(19) P.4632に捺されている「金山白衣王印」について、 『釈録J4(p.292.) および
『文書学.!I (p.122.) は、 「金山白鷺王印j と録している。またハミルトン氏も
「金山白帝王印Jと理解している。 J.Hamilton. Les Ouig/)ours a I 'epoque des 
Cinq Dynasties d'apres les do ，~II01ents chinois. Paris.1955.p.50. 
(20) Ii'釈録J4 (pp.291-292.)の「西漢金山国聖文神武自帝勅宋恵信可摂押衝兼鴻臆
卿知客務Jでは、 P.4631と併せて移録している。











衣j をマニ教徒の服装と関係づけて解釈を行っている。 J.Hamilton.ibit1. pp.48-
50.128-129.ごの見解については、森安孝夫氏の批判を参照のこと。 fVI.ウイグル
と敦煙J Ii'講座敦埠 2 敦健の歴史JI (大東出版社、 1980年)pp.309-310。
(24) Louis de la Vallee Poussin. Catalogue of the Tibetan manuscripts from Tun 
-huang in the India office librarlj. London. 1962.に付載される KazuoEnoki. 
Appendix Chinese manuscripts.pp.239-269. このうち、 CI09(pp.261-262.) には、
この文書について、 “It seems that the text concerns praying to Buddha for 
good luck in the future and in the travel of an embassy of Khotan sent to 
Tun-huang under the rule of Chang Chin-shan張金山. The sexagenary year 
Jen-刊壬午 inthe text almost certainly corresponds to A.D.922 and this 
proves the existance of the kingdom of Chin-shan in this year." と解説して
いる。
(25) P.3556ト 30 Ii'釈録JI3 (p. 90. )の「後唐清泰三年 (936)正月廿一日帰義軍節度
留後使曹元徳輔鰹捨施廻向疏J0 If文書学JIp.1190 
(26) Ii'釈録J4 (p. 297.)の「後晋天福三年 (938)張員進改補充衝前正十将牒J
( r後晋天福三年 <938>十一月五日勅帰義軍節度使牒J) 0 Ii'文書学Jp.1190 
(27) Ii'索引 J (p.297.)の「武定成改充瓜州軍事押衝知孔目事残牒J。
(28) OKP耳2(p.488.)の解説では「沙州乾寧使印Jが捺されているとする。










(33) Ii'釈録J4 (p.173.)の「開運四年 (947)三月九日帰義軍節度使曹元忠追念設供
疏J0 Ii'文書学JJp.115。







(36) Ii'釈録.!I4 (p.176.)の「宋乾徳六年 (968)帰義軍節度使敦埠王曹元忠疏j 。
く写>Ii'英蔵.!I6、巻頭図版、 p.179o
(37) S.5571は、後掲の S.5590とともに「戊辰年 (968)七月酒戸都留定状並判J。印
は反対面のS.5571 Vに捺されている。く写>Ii'英蔵.!I8、1992年、 p.41o<録>Ii'釈録』
3、p.625。
(38) Ii'籍帳.!I (pp. 660-662.)および r釈録.!I3 (pp.590-595.)の「宋戊辰年 (968)
十月七日帰義軍算会群牧駿馬牛羊現行籍j。
(39) 前掲註 (37)参照。印は反対面の S.5590Vに捺されている。〈写>Ii'英蔵.!I8、199
2年、 p.l0lo<録>Ii'釈録.!I3、p.625。
(40) Ii'釈録.!I3 (pp. 100-103. )の「宋開宝七一八年 (974-975)帰義軍節度使曹元忠・
曹延恭施入週向疏j。印面の大きさは、おおよそ6x 5.8個。
(41) Ii'釈録.!I3(p.596.)の「帰義軍曹元忠時期駿馬牛羊皮等領得暦j。
(42) Ii'釈録.!I3 (pp. 27ト276.)の「年代不明 [9641]帰義軍街内酒破暦J0 Ii'釈録』
では、 P.2629と併せて、董希文旧蔵、敦煙文物研究所蔵を載せている。
(43) Ii'籍帳.!I (pp.665-666.)の「宋端挟三年 (990)沙州戸部守存等戸口受田簿J。
『釈録.!I2 (pp.481-482.) も『籍帳』に従う。
(44) r揖義軍節j度使之印 j は、このほかにも S.1898r帰義軍時期兵士装備簿」
( Ii'釈録.!I4、pp.505-506.)や S.4398r天福十四年 (949)五月新授帰義軍節度観
察留後曹元忠牒J (Ii'釈録.!I4、p.398.)などにも見えている。
(45) この他にも、尚書六部の印として、 『籍帳.!I (pp.490-491.) によれば、 P.3952
「唐乾元二年1(7591)沙州羅法光納銭尼告牒Jと P.4072-3r唐乾元二年1(7591) 
沙州張嘉礼納銭僧告牒Jとに、 「尚書調1J部?之印Jが捺されている。
(46) φ125 Ii'善管菩薩所問六波羅蜜経』巻下。〈写>Ii'俄蔵.!I1、図170 cf. Ii'文書学』
p.117。
(47) 瓦x2027 Ii'大般若波羅蜜経.!I0 Ii'文書学.!Ip.117。
(48) 且x214a Ii'法門名義集.!I0 Ii'文書学.!Ip.117。
(49) P.21171i'僻説馬有三相経.!I0 Ii'索引.!Ip.258。
(50) P.22091i'妙法蓮華経巻第三.!I0 Ii'文書学.!Ip.116。
(51) P.4681 Ii'神説馬有三相経第三.!I0 Ii'文書学.!Ip.117。
(52) S.59951i'悌経目録.!I0 Ii'文書学.!Ip.116。





(55) Chen Tsu-1ung 陳酢龍， Liste alphabetique des impressions de sceaux sur 
certains manuscrits retrouves a Touen-houang et dans 1es regions avoisi-





(56) Ii'籍帳A (pp.658-659.)の「後周顕徳五年 (958)二月沙州社録事都頭陰保山等
三人圏保牒J0 Ii'釈録J4 (pp. 51ト 512.)。
(57) P.3975には、 「己未年八月廿八日 j とのみ記される。本文書が、帰義軍節度使時
代の通行許可書であったことは、土肥義和 rv.帰義軍(唐後期・五代・宋初)J 
『講座敦耀 2敦燈の歴史.!I (大東出版社、 1980年)p.266に、録文を掲げて指摘さ
れている。
(58) Ii'釈録J3 (p.104.)の「宋端挟二年 (989)三月帰義軍節度使曹延禄設斎施捨週
向疏j。
(59) Ii'索引J (p. 276.)の「瓜沙等州節度使状j。
(60) Ii'文書学J (pp.124-131.)には、 「寺院印信Jとして、以下の五つを掲げている。
[ 1] r浄土寺蔵鰹J..... S. 1593. S. 1832. S. 4630. S. 5296. P. 2004. P. 2039. P. 2057. 
P.2100.P.2175.P.2219.P.2263.P.2290.P.2298.P.2320.北図為字12.97.98号，北図荒
字69号，惇増湘旧蔵『大般浬繋経巻第十三J.φ90.φ122a.φ167.敦煙博38号.
[ 2] r三界寺蔵鰹J.... 'S.1587. S. 2129. S. 3755. S. 3788. S. 4861. S. 4864. S. 4868. 
S.4876.S.4916.中図7524.P.2097.江x1771.φ23.φ159. 
[ 3] r報恩寺蔵経J・・・・・北図荒字54号.北図為字97.98号.中図4749号.
[ 4] r乾明寺蔵纏J.... 'P.3072. 
[ 5] r龍恩寺蔵鰹J.....φ9.φ23.φ159. 
また岡部和雄氏は、 『敦館蔵経目録J Ii'講座敦館 7 敦煙と中国仏教J (大東出版
社、 1984年)p.317において、スタイン・ペリオ(ただし 2001-2500号まで)両文書
中に見える蔵経印として、以下の 6つを掲げている。
[ 1] r報恩寺蔵鰹印J"'S.158.S.349.S.443.S.860.P.2233. 
[ 2] r浄土寺蔵鰹J.....S.112.S.1754.S.1761.S.3473.S.3522.P.2004.P.2039.P.2 
100.P.2175.P.2188.P.2219.P.2263.P.2284.P.2290.P.2298.P.2320. 【P.2057・・訳者
補】
[ 3] r三界寺蔵鰹J.... 'S. 360. S.1688. S.1706. S.1731. S.1741. S.1751. S.1756. 
P.2097.P.2233. 
[ 4] r蔵経永安J...... 'S.4608. 
[ 5] r顕徳寺蔵鰹印J. 'P.2097. 
[ 6] r開元寺大蔵経J"'P.2351. 
( 61) φ159 Ii'大般若波羅蜜多経』巻第2790<写>Ii'俄蔵J4、p.90。朱印。
(62) φ009 Ii'大般若波羅蜜多経』巻第4410<写>Ii'俄蔵J1、p.880
(63 ) φ023 Ii'大般若波羅蜜多経』巻第464。朱印。〈写>Ii'俄蔵J1、図190
(64) φ032C Ii'敦煙王曹宗寄与済北郡夫人氾氏摘経題記J0 <写>Ii'俄蔵.!I1、p.322。
(65) r乾寧二年(895)三月安国寺道場司常秘等牒J (Ii'釈録J4.pp.66-67.) の九行
目に、 「李醜児女鏡行Jとある。
(66) 上海博物館所蔵の上博47(40796) の『大般若波羅蜜多経』巻第326にも、 「三界
寺蔵経J (墨印)が捺されている。〈写>Ii'上海蔵J1、p.377。








[ 1) r帯昌j勝印J.........P.3016V (5x4.5叩) . 
[ 2) r朔方軍節j度之印J"'P.3298 (5.1x5.2個) . 
[ 3] r河西節J度使印J.....P.3103R (5.1X5.1佃) . 
[ 4] r虞J................P.3201V (3x1.9個) .墨印。
[ 5] r豆慮』軍之印J.......P.3214R，V (5.2X4.8叩)
[ 6] r豆慮』軍印J.........P.3348V (5.5x5.5咽)
[ 7] r蟻纏』麟印J?・・ .....P.3354R(5.3x5.3咽) . 
[ 8] r節 (1)度使之印J.....P.3034R (5.5X5.5咽) . 
[ 9] r尚書司(調)部J告身之印J"'P.3952R，V (5X5個)
[10] r沙州院j之朱記J.....P.3541V (4.2x3.8咽) . 
[11] r河西道J観察使印J"P.3521 (5.5x5.5佃) . 
[12] r河西・・・・・・印J.....P.3863R (5.3X5.1咽) . 
[13] r河西口口j口道ロJ口口印J"'P.3529R (6.1x5.1咽) . 
[14] r鱒義軍節』度観察j留後印J. 'P. 3835V (5. 5x 5.5個)
[15] r六甲印」 ・・・・・・・・・・・P.3810.
[ 16] r臨[河鎖]使[之印]J .....P.3591V (5.2x4.2咽)
[11] r恩賜』都統J........P.3612 bis (4x4個) . /cf.森安孝夫、前掲論文。
[18] r宣論使j国書記J....P.3513R，V (4.8x4.8岨) . 
[19] r樟 (1)却[ー]J之印J"'P.3533. 
[20] r婦義軍j節度使j新鑓印J"'P.2155R.V (6x5.1個) :P.2484R (6x5.8咽) : P.3 
818V (6x6.2咽) ./cf.S.5913R1.2，3，4 (6x5.8個) . 
[21] r撒鐘』勝之印J・・・・・・・・・P.3018V(4.8X4.8佃) :P.3551V (5.1x5.5咽) ;P.36 
64V (5.3x5.4咽) :P.3669V (5.1X 5.5個) . / cf. S. 2103-(1) (8) (5.3 X 5. 3咽) : S.
6111V (4.8x5個) . 
(22) r騎義j軍印J. .....P.3260 (5.4咽 X?個) :P.3341 (6x5.3咽) ;P.3556V (5.5 
X 5.3個) :P.3902BV;P.3903 (5.4x5.3咽) . 
[23] r瓜沙等J州観察j使新印J"'P.3319 (5.8X5.8佃) :P.3516 (5.8x5.8個) :P.3 
915 (5.8X5.8咽)
[24] r沙州観J察慮置J使之印J"'P.3239 (5.8x5.6個) :P.3384R，V (5.8x5.8佃) ; 
P.3805R，V (5.8X5.6佃) . 
[25] r沙州j之印J........ P. 3899V (5.2 X 5咽) . 
[26] r沙州節』度使印J....P.3388 (5.8x5.5個) ./cf.S.1604Rl (5.6X5.6個) . 
[21] r瓜沙州j大王印J....P.2111R，V (4.4x3.4咽) ;P.2209R (4.3x3.3咽) ;P.231 
8R，V (4.4X3.4咽) :P.2413R，V (4.3x3.3咽) . 
[28] r乾明寺蔵経J....... P. 3012V (6.2 X 1. 4個)
[29] r浄土寺蔵経J...... 'P.2004R (6.4x 1.8咽) ;P.2039R (6.5X1.8個) ;P.2051R 
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(6.4X1.8個) :P.2100R (6.4x1.8個) : P. 217 5R (6. 5 X 1. 8咽) :P.2188R (6.4X1. 
9個) :P.2219 (6.4X1.8四) ;P.2263R (6.5X1.8咽) ;P.2284R (6.5X1.8an) ;P.2 
290R (6.5X1.8咽) ;P.2298R (6.4x 1.8咽) ;P.2320R (6.4x1.8個) . 
[30] r報恩寺』蔵経印J......P.2233 (5X4咽) . 
[31] r三界寺蔵経J.........P.2029 (8X2.5咽) ;P.2233 (7.9X2.5an) . 
[32] r開元寺』大蔵経J......P.2351V (4.9x3.5個) . 
[33] r顕徳寺j蔵鰹印」 ・・・・・・P.2097(5X3.9岨) . 
瞬蝿聞圃闘圃醐園田醐掴. 園田園田掴盟関咽'腿_，.橿開圃開園岡田園田陣園町取旭国. 国防省醐岡田四回10'..，..-... 嗣醐腕圃醐圃闘圃刷田園田w.醐咽回噛園地個園間圃開園棚田醐圃_. 国防省圃.. 周回a盛岡箇r，.-oI・町-回
なおこの他にも、次のような印も認められる。
[ 1] r瓜州国』穣使印J......P.4622 (6X5.7咽) r薙照三年 (986)十月曹延瑞請釈
門四部大衆疏J/cf. Ii'釈録J4.p.1820 
[ 2] r河西部』僧統印J......S.520R (4.9x4.9咽) r報恩寺方等道場諦諸司勾当
分配携J ; S.1604R (4.8x5咽) r天復二年 (902)四月廿八日都僧統賢照帖諸僧尼
寺綱管徒衆等J; S.2575R2 r後唐天成三年 (928)七月十二日都僧統海嬰於諸寺配借
幡傘等帖J r後唐天成四年 (929)三月六日応管内外都僧統海嬰賜J r後唐天成四年
(929)三月九日普光寺置方等道場腸J; S. 3879R1. R2 (4.9 X 5咽) r乾佑四年 (95
1)四月四日応管内外都僧統為常例転念限応有僧尼准時雲集帖J r為釈迦降誕大会念
経僧尼於報恩寺雲集帖J ; S.3798R r薙照四年 (987)五月廿六日沙州霊図寺授清浄
意菩醸戒牒J ; P. 2638 r後唐清泰三年 (936)六月沙州傭司教授福集等状J ;P.287 
9V r河西都僧統応管室拾渠寺僧尼籍J/cf. (j'釈録J4.pp.128-129./ Ii'釈録J4. pp. 
126-127. / Ii'釈録J4.pp.131-133.4.pp.134-140.4.p.141./ Ii'釈録J4.pp.151-152.1 
53. / Ii'釈録J4.p.l02./ Ii'籍帳Jpp.648-650. Ii'釈録J3.pp.391-395./ Ii'釈録J4.p. 
248。
[ 3] r常楽』勝印J?・・・・・・・・P.3727V1.
[ 4] r通天高』寵之印J......P.2826R r子闇王賜張准深札J/ cf. Ii'釈録J4.p.365。
[ 5] r大子園漢j天子制印J"P.2826R r子園王賜張准深札J/cf. Ii'釈録J4.p.365。
[ 6] r沙州都』僧統印J..... 'P. 4638V-l1.12 r清泰四年 (937)都僧統龍鰭等牒稿J
/cf. Ii'釈録J5.pp.17-20。
[ 7] r織纏圃J天王印J.......S.1563R (5.3X5~3倒) r甲成年 (914)西漢嫌煙国聖
文神武王准都侍嗣女出家勅J/ cf. (j'釈録.!I4. p. 640 Ii'索引』、 p.1410Chen1960、
p.12。
[ 8] r口口』都統J. ........S.2244R. 
[ 9] r河西支度J営団使印』・・・P.2763V2r吐蕃巴年 (789)七月沙州倉曹楊恒謙等牒J
;上海文物管理委員会「唐年次未詳[八世紀中期}河西支度営団使戸口給穀簿J/ 
cf. Ii'籍帳Jpp.498-500.507-508。
[10] r沙州乾寧使印 j ・・・・・・・瓦 x.1435.2165. / cf. 0 K P耳.1.p.669. n .p.487. ; 
『文書学Jp.395。
[11] r内文思j使之印J......S.8444 (5.7x5.7咽 .5.8X5.75咽) ./cf.土肥義和、前
掲論文。
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